
巣立ちの春！
校長 松田 万寿雄

３月１５日(水)，雲一つない青空が広がり

春本番を思わせるような陽気の中，１５名の

児童が本校第９期卒業生として，元気に学び

舎を巣立ちました。

卒業証書授与では，呼名されての返事，将

来の夢や希望を堂々と話す姿や落ち着いて証

書を受け取る姿に６年間の学びの跡を見る思

いがしました。また授与後には，男鹿市教育

委員会学校教育課長の笹渕美穂様から，温か

い励ましのことばを頂戴しました。

また心身共に成長した子どもたちが中学校の真新しい制服に身を包み，卒業証書授与の

様子や６年間の思い出を呼びかけしている様子を，ご来賓の方々にご覧いただくこともで

きました。入学してから卒業までの年月の中で，地域の皆様には様々な場面でお世話にな

りました。改めて御礼申し上げます。どうもありがとうございました。

令和４年度末教職員人事異動
３月23日(木)の新聞発表にありましたように，教職員定期人事異動により本校から次の

方々がご退職・ご栄転されることになりました。これまで本校の子どもたちのためにご尽

力いただきましたことに深く感謝申し上げますとともに，新たな環境の下，お元気でご活

躍されますことをご祈念いたします。

【ご退職】 教務主任 加藤 邦子（再任用：脇本第一小学校へ）

すぎのこ学級担任 小野 志保

給食補助 中野 藍理

【ご栄転】 教 頭 秋山真貴子 (男鹿市教育委員会へ)

主任主査 児玉 糸子（八竜中学校へ）

あすなろ学級担任 小濱 晋司（船川第一小学校へ）

校 務 員 天野 豊 (払戸小学校へ)

○み 未来を見つめ ○さ 支え合い，磨き合い ○と 共に高まる「美里っ子」
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修了おめでとう！
３月２０日には，１年生から５年生までの修了式を行いました。修了式では，この１年

間のそれぞれの学年で学んだことをしっかり身に付けたと言うことで，修了証が授与され
ます。代表児童がしっかりと受け取りました。授与後は，２年生と４年生の代表児童が，
この１年間でがんばったことや来年度に向けての抱負を立派に発表しました。

～ 代表児童の発表の作文を紹介いたします ～

令和４年度あきた家族ふれあいサンサンデー
【低学年の部】

最優秀賞 ２年 ○○ ○○ 「ぼくはししょう」
佳 作 １年 ○○ ○○， １年 ○○ ○， ２年 ○○ ○○

【中学年の部】
優 秀 賞 ３年 ○○○○○ 「わたしのばば」
佳 作 ４年 ○○ ○○

【高学年の部】
優 秀 賞 ５年 ○○ ○○ 「ぼくの家族」
佳 作 ５年 ○○ ○○， ５年 ○○ ○○， ６年 ○○ ○○

「心の中のおにをたいじするぞ」 ２年 ○○ ○○
ぼくの心のおには，「れんらくちょうを書かないおに」です。
今のところいいちょうしです。さいしょぜんぜんわすれてて，先生に言われっぱなしだ

ったけど，今は言われなくても書いてます。いいかんじだとおもっていました。でも少し
ゆだんするとまたまた書かなくなります。これからは，早く食べ終わったらすぐれんらく
ちょうを出して書きたいと思います。
もう一ぴきいるおには，「時間をまもらないおに」です。さいしょは時間をまもってな

いことが多かったけれど，今はきゅうしょくでかんしょくして時間をまもれるようになっ
てきました。
もう一ぴきは，「大声だすおに」です。さいしょは，大声をだしっぱなしだったけれど，

今はいいちょうしです。でもちょうしにのると，まちがえて大声を出してしまいます。そ
こで，いつもはやくじゅんびをして心によゆうをもちたいです。
来年もたたかいはつづくと思いますが，がんばりたいです。

「四年生の思い出と五年生でがんばりたいこと」４年 ○○ ○○
ぼくが，四年生でがんばったことは二つあります。
一つ目は委員会活動です。ぼくは，放送委員会の昼の放送で，こんだてしょうかいをま

ちがえずに読めるようにがんばりました。先生の前で何度も練習したので，すらすら読め
るようになりました。何人かの人に「上手だね。」とほめられて，自信がつきました。
二つ目は算数です。ぼくは，二けたわる二けたと三けたわる二けたの計算が苦手だった

ので学校や家で計算練習をがんばりました。そのおかげで，まちがいなく計算できるよう
になりました。
心に残った行事は運動会です。すべての競技が楽しかったです。とくに，楽しかったの

はリレーです。はじめはバトンパスがむずかしかったけど，練習するうちにできるように
なりました。リレーはバトンをうまくつなげて，きそいあってゴールするところがおもし
ろかったです。
もうすぐ，ぼくは五年生になります。

五年生でがんばりたいことは学習です。とくに，国語の作文をがんばりたいです。ぼくは，
考えすぎて作文を書くのに時間がかかってしまいます。早く作文を書くことができる友達
がうらやましいです。ぼくも，そうなれるようにがんばります。五年生から新しく始まる
家庭科も楽しみです。なぜかというと，さいほうや料理などができるからです。大人にな
ってさいほうや料理ができなかったら困るのでまじめにやりたいと思っています。
五年生でも友達と一緒にいろいろなことに挑戦したいです。そして，また楽しい思い出

をたくさんつくりたいです。


